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消費税８％，１０％の問題・３ 

 

 お店で物をいくつか買うときは，商品の本体価格の合計に消費税を加えた金額を支払います。消費税は１

円未満は切り捨てます。例えば，消費税率が８％のとき，本体価格が１０６円の商品を１個買うと１１４円，

２個まとめて買うと２２８円ですが，３個まとめて買うと３４３円支払わなければならないので，３個ばら

ばらに買うときの，１１４×３＝３４２（円）より支払う金額が高くなります。このとき，「まとめ買い可

能な個数は２個」と言うことにします。 

 

（１）消費税率が８％のとき，本体価格が１０２円の商品のまとめ買い可能な個数は何個ですか。 

 

（２）消費税率が８％のとき，本体価格が１００円以上１５０円以下の商品のうち，まとめ買い可能な個数

が最も多いのは何円の商品ですか。あてはまるものをすべて答えなさい。ただし，何個まとめて買って

も支払う金額が高くならない場合を除きます。また，そのときのまとめ買い可能な個数を答えなさい。 

 

（３）消費税率が８％から１０％に上がることで，まとめ買い可能な個数が１個少なくなるような商品の本

体価格のうち，最も小さいものと，小さいほうから８５７番目のものを答えなさい。 
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消費税８％，１０％の問題・３ 

（１）６個 （２）１１３円，１３８円，２４個 （３）３円，７１１７円 

 

（１）１０２×０.０８＝８.１６（円）が，１円未満を切り捨てる前の，本体価格１０２円に対する消費税

額で，１円未満を切り捨てると８円です。２個まとめて買うと，消費税額は，１０２×２×０.０８＝

８.１６×２＝１６.３２円で，１円未満を切り捨てると１６円ですから，まとめて買っても高くなりま

せん。このように，０.１６を整数倍して１以上にならなければよいので，６倍した０.１６×６＝ 

０.９６まではまとめ買い可能ですから，６個です。 

 

（２）本体価格１００円から順に考えていくと，１円未満を切り捨てる前の消費税額は， 

１００×０.０８＝８（円），１０１×０.０８＝８.０８（円），１０２×０.０８＝８.１６（円）， 

１０３×０.０８＝８.２４（円），…，のように，１円未満の部分が０，０.０８，０.１６，０.２４，…，

と０.０８の整数倍となります。１円未満の部分が０円であれば，何個まとめて買っても支払金額は高

くならず，０.０８円であれば１÷０.０８＝１２余り０.０４より１２個まで，０.１６円であれば 

１÷０.１６＝６余り０.０４より６個までまとめ買い可能です。 

   よって，１円未満の部分ができるだけ小さく，ただし０ではないものを求めればよいことがわかりま

す。また，□×０.０８の１円未満の部分は□の十と一の位によってきまります。０倍，１倍，２倍，

…，と０.０８を整数倍していくと，０.０８×１２＝０.９６の次は，０.０８×１３＝１.０４となって消

費税額が１円増え，１円未満の部分は０.０４となります。続けると，０.０８×１４＝１.１２， 

０.０８×１５＝１.２０，…，０.０８×２５＝２となって消費税額が再び１円増え，１円未満の部分が

０円となります。あとは以上の繰り返しですから，まとめ買い可能な個数は，１円未満の部分が最も小

さい０.０４円のときに，１÷０.０４＝２５，２５－１＝２４（個）となって最も多くなります。 

このときの本体価格は， 

１００＋１３＝１１３（円），および，１１３＋２５＝１３８（円）です。 
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（３）（２）より，消費税率が８％のときのまとめ買い可能な個数は２５円の周期で次のように繰り返され

ます。 

本体価格(25 の倍数＋) ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 

1 円未満の税額 ０ 0.08 0.16 0.24 0.32 0.4 0.48 0.56 0.64 0.72 0.8 0.88 0.96 

まとめ買い可能な個数 × 12 ６ ４ ３ ２ ２ １ １ １ １ １ １ 

 

本体価格(25 の倍数＋) 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 

1 円未満の税額 0.04 0.12 0.2 0.28 0.36 0.44 0.52 0.6 0.68 0.76 0.84 0.92 

まとめ買い可能な個数 24 ８ ４ ３ ２ ２ １ １ １ １ １ １ 

 

それに対し，消費税率が１０％のときのまとめ買い可能な個数は１０円の周期で次のように繰り返さ

れます。 

本体価格(10 の倍数＋) ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

1 円未満の税額 ０ 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 

まとめ買い可能な個数 × ９ ４ ３ ２ １ １ １ １ １ 

 

   ２５と１０の最小公倍数は５０ですから，５０円周期でまとめ買い可能な個数を比べます。下の表は，

消費税率が８％のときのまとめ買い可能な個数を太線で囲った部分に書き，１０％のときのまとめ買い

可能な個数をその下に２周分書いたものです。 

× 12 ６ ４ ３ ２ ２ １ １ １ １ １ １ 24 ８ ４ ３ ２ ２ １ １ １ １ １ １ 

× ９ ４ ３ ２ １ １ １ １ １ × ９ ４ ３ ２ １ １ １ １ １ × ９ ４ ３ ２ 

１ １ １ １ １ × ９ ４ ３ ２ １ １ １ １ １ × ９ ４ ３ ２ １ １ １ １ １ 

  

消費税率が８％から１０％になると，まとめ買い可能な個数が１個少なくなるのは，上の表の影をつ

けた部分ですから，５０円の周期中で６通りあります。最も小さいのは，まとめ買い可能な個数が４個

から３個になる場合で，５０×０＋３＝３（円）です。また，小さいほうから８５７番目は， 

８５７÷６＝１４２余り５より，周期を１４２回繰り返した後の５番目ですから， 

５０×１４２＋１７＝７１１７（円）です。 
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